
と　　き　　平成25年10月12日（土曜日）
と こ ろ　　計根別農協共進会場
審 査 員　　長　浜　　　愛　氏（酪農学園大学）

出品頭数　　１０１頭（４１戸）
主　　催　　計根別農協乳牛改良連合会
後　　援　　計根別農業協同組合

第36回 JA計根別B&Wショウ

同志会団体優勝　本別酪農同志会　6連覇!!
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第36回 JA計根別B＆Wショウ
　

快
晴
の
中
、
計
根
別
乳
牛
改
良
連
合
会
主
催
の
Ｊ
Ａ
計
根
別
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が

十
月
十
二
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
五
同
志
会
（
養
老
牛
、
上
標
津
、
東
部
、
大
成
、
本
別
）、

中
標
津
農
業
高
校
お
よ
び
計
根
別
農
協
家
畜
育
成
セ
ン
タ
ー
の
参
加
に
よ
る
一
〇
一
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
員
は
酪
農
学
園
大
学
に
所
属
し
て
い
る
長
濱　

愛
氏
を
迎
え
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
審
査
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー
リ
ィ
ー
ク
イ
ー
ン
に
は
中
標
津
農
業
高
校　

食
品
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
立
花　

恵
理
さ
ん
に
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
各
同
志
会
等
か
ら
優
れ
た
多
数
の
牛
が
出
品
さ
れ
、会
場
は
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

未
経
産
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
第
４
部　

Ｈ
Ｅ
Ｆ　

マ
ツ
ク　

フ
イ
ー
バ
ー　

キ
テ
イ

　

号
（
㈲
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
所
有
）、
リ
ザ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
第
３
部　

Ｈ
Ｅ
Ｆ

　

グ
ロ
ー
ヴ　

ワ
イ
ル
ド　

号
（
㈲
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
所
有
）、
経
産
で
は
、
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
第
10
部　

ヒ
ル
タ
ビ
ユ
ー　

ア
オ
イ　

エ
レ
ガ
ン
チ
ツ
ク　

Ｅ
Ｔ　

号
（
蛭
田
健
太
郎　

所

有
）、
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
第
11
部　

フ
オ
レ
ス
ト　

カ
ス
ミ
ビ
ユ
ー　

フ
オ
ー
チ
ユ

ン　

号
（
林
満
治　

所
有
）
が
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
志
会
別
団
体
戦
で
は
、
本
別
酪
農
同
志
会

が
一
位
を
獲
得
し
七
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
共
進
会
開
催
に
各
関
係
団
体
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
酪
農
課　

小
林
》

チャンピオン戦（１部～11部）

各チャンピオン牛を囲んでの集合

審
査
員　

長
濱　

愛 

氏

地
区
対
抗
戦　

本
別　

７
連
覇

計根別和牛生産振興会

白黒通信

デ
ー
リ
ィ
ー
ク
イ
ー
ン

立
花  

恵
理 

さ
ん
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ＪＡ計根別Ｂ＆Ｗショウの主な成績

第１部  ７ヶ月未満  1位

第２部  ７ヶ月以上９ヶ月未満  1位 第５部  １６ヶ月以上２０ヵ月未満  1位 第６部  ２０ヵ月以上２４か月未満  1位

第７部 ２歳ジュニアクラス（３０ヶ月未満） 1位 第８部 ２歳シニアクラス（３０ヶ月以上３６ヶ月未満）1位 第９部  ３歳クラス  1位

★シニア・グランドチャンピオン★ ★ジュニア・グランドチャンピオン★

★シニア・リザーブチャンピオン★ ★ジュニア・リザーブチャンピオン★

ヒルタビユー　アオイ　エレガンチツク　ＥＴ
Ｈ２１．１．６生	  蛭田　健太郎出品
父　コムスター　ストーマチツク　ＥＴ
母　ヒルタビユー　ゼニス　エレガンス　ＥＴ

ＨＥＦ　マツク　フイーバー　キテイ
Ｈ２４．６．６生	  ㈲ハイエストファーム出品
父　クラツクホーム　フイーバー　ＥＴ
母　ＨＥＦ　マツク　パテイ

フオレスト　カスミビユー　フオーチユン
Ｈ２０．６．１１生	  林　　満治出品
父　トウーマー　Ｄ-フオーチユン　　ＥＴ
母　フオレスト　カスミビユー　スパート

ＨＥＦ　グローヴ　ワイルド
Ｈ２４．１０．１５生　　　 ㈲ハイエストファーム出品
父　ジレツト　ワイルドシング　ＥＴ
母　ＨＥＦ　コーキー　グローヴ

ベルヤング　マジエール　スパニツシユ
Ｈ２５．３．６生	  滝本　周太出品
父　レーガンクレスト　エルトン　ダーハム　ＥＴ
母　メルテイリツジ　ダンデイー　トミー

メルテイリツジ　ＰＳ　トミー
Ｈ２５．２．７生	  本田　正志出品
父　レーガンクレスト　エルトＴ
母　メルテイリツジ　ダンデイー　トミー

メルテイリツジ　ヒンペル　レデイ　ＲＥＤ　ＥＴ
Ｈ２４．３．１生	  本田　正志出品
父　ミツドフイールド　ＣＣＭ　アイオーン
母　ブルームーン　ヒンペル　デイスカス　レイリー

フオレスト　カスミビユー　フイーバー
Ｈ２３．１０．５生	  林　　満治出品
父　クラツクホーム　フイーバー　ＥＴ
母　フオレスト　カスミビユー　スパート

ケネカランド　ブライト　ブレーク　エルフイン
Ｈ２３．４．１６生	  ㈱ケネカランド出品
父　パ-ムクレスト　ブレ-クアウト　ＥＴ
母　ケネカランド　ブライト　ＦＣ　エルフイン

メモリー　ＣＪ　サムス
Ｈ２３．３．１生	  北村　　篤出品
父　レーガンクレスト　ミスター　ダーハム　サム　ＥＴ
母　メモリー　ＣＪ　ストーン

ウインドヒル　マセラテイ　メイアー
Ｈ２２．６．１１生	  鈴木　直良出品
父　ＮＬＢＣ　エルフイン　マセラテイ　ＥＴ
母　ウインドヒル　トウエルブ　ウエード

●と　き　10月12日㈯
●ところ　計根別農協共進会場
●出　品　101頭　
●審査員　長濱　愛氏（酪農学園大学）

●デーリィークイーン
　　立花　恵理さん（中標津農業高校）

▷２才ジュニア・BU◁　ｽﾀｰﾌｲｰﾙド ﾋﾝペﾙ ビｰﾅｽ ジｴｼｶ　父 ジレツト　ジヨーダン　ＥＴ　母　スターフイールド　ヒンペル　ビーナス　ルキア　星野　淳出品
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計根別和牛生産振興会

白黒通信

平
成
二
十
五
年
度 

共
進
会（
品
評
会
）が
各
地
区
で
開
催
！

　

平
成
二
十
五
年
度
の
共
進
会
が
各
地
区
（
養
老
牛
並
び
に
上
標
津
、
大
成
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
多
数
の
優
れ
た
牛
が
輩
出
さ
れ
、

各
会
員
が
飼
養
技
術
の
向
上
に
努
力
し
て
い
る
の
が
伺
え
ま
し
た
。	

（
酪
農
課　

小
林
）

10月

5日㈫

10月

7日㈪

第38回 養老牛地区＆
第8回 上標津地区ベビーコンテスト

第18回 大成地区牛祭り

出品頭数　39頭
審 査 員　木村　幸裕　氏（標津町　酪農家）

グランド　チャンピオン
　第４部　９ヶ月以上～12ヶ月未満
　　スカイハイ　スパークリング　エル　ワイン　号	 菊池　修一　所有

リザーブ　チャンピオン
　第６部　15ヶ月以上～18ヶ月未満
　　フリージア　グレイスフル　ムツコ　号	 ㈲影山ファーム　所有

出品頭数　37頭
審 査 員　本田　敏明　氏（計根別地区　酪農家）

グランド　チャンピオン
　第３部　９ヶ月以上～12ヶ月未満
　　HEF　グローヴ　ワイルド　号	 ㈲ハイエストファーム　所有

ジュニアチャンピオン
　第４部　12ヶ月以上～16ヶ月未満
　　HEF　マツク　フイーバー　キテイ　号	 ㈲ハイエストファーム　所有

審査員

審査員
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平成25年度
ＪＡ計根別女性地区別懇談会の開催

　

平
成
二
十
五
年
度
Ｊ
Ａ

計
根
別
女
性
地
区
別
懇
談

会
が
十
月
七
日
（
月
）
～

九
日
（
水
）
に
お
い
て
開

催
し
各
地
区
よ
り
約
三
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
昨
年
か
ら

行
い
、
昨
年
は
五
地
区
で

の
開
催
で
し
た
が
参
加
女

性
よ
り
広
範
囲
で
の
開
催

で
良
い
の
で
は
と
い
う
意

見
が
あ
り
三
地
区
で
の
開

催
と
し
ま
し
た
。

　

先
ず
は
昨
年
同
様
、
懇
談
会
の
前
に
「
ほ
育
の
飼
養
管

理
を
ち
ょ
っ
と
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
題
目

で
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
中
塚
も
も
え
氏
と
大

畑
和
子
氏
が
三
十
分
程
度
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
部
の
部
長
よ
り
主
要
事
業
の
説
明
が
あ
り
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
か
ら
は
農
協
に
対
す
る
素
朴
な
質
問
や
女
性
の

目
線
で
の
意
見
な

ど
が
沢
山
だ
さ
れ
、

西
塚
組
合
長
は
一

つ
一
つ
丁
寧
に
答

え
ま
し
た
。

　

尚
、
貴
重
な
ご

意
見
や
要
望
に
つ

い
て
は
直
ち
に
検

討
し
、
改
善
し
て

い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

10/7 東部地区  10/8 西部地区  10/9 南部地区  3地区で開催

西
塚
組
合
長
の
冒
頭
挨
拶

各部より事業説明

前段での講演　中塚ももえ氏

ディスカッション

東部地区

南部地区

西部地区　　

講師　大畑普及員
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十
月
十
四
日
に
養
老
牛

小
学
校
跡
地
に
て
第
二
回

養
老
牛
大
収
穫
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
が

閉
校
と
な
り
同
時
に
小
学

校
と
共
催
し
て
い
た
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
も
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
な
に

か
地
域
ぐ
る
み
の
行
事
を

と
昨
年
か
ら
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　

当
日
は
多
少
肌
寒
い
気
候
で
は
あ
り
ま

し
た
が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
秋
ら
し
い
天
気

の
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
会
と
養

老
牛
あ
す
を
築
く
会
が
行
事
の
運
営
を
担

当
し
、
焼
き
肉
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
ジ

ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
表
彰
式
、
敬
老
祝
品
呈

上
、
ビ
ン
ゴ
大
会
と
多
く
の
催
し
を
行
い

大
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
が
な
く
な
り
地
域
が
集
ま
る
機

会
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う

い
っ
た
行
事
は
末
永
く
続
け
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。　
《
下
川
原
康
弘
》

女性部 研修旅行
　

十
月
一
～
二
日
、
一
泊
二
日
で
北
見
方
面
へ
女
性
部
員
と
そ
の
家
族

事
務
局
含
め
十
一
名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
ま
ず
、
網
走
流
氷
硝
子
館
に
て
館
内
を
見
学
し
、
希
望
者

は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
組
立
て
体
験
を
し
ま
し
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
ザ
ー
ル

に
て
昼
食
を
と
っ
た
あ
と
は
、
北
見
市
留
辺
蘂
町
に
あ
る
山
の
水
族
館

を
見
学
し
、
一
日
目
を
終
え
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
北
見
市
内
の
十
字
ヶ
丘
農
園
に
て
ぶ
ど
う
狩
り
を
行
い
、

イ
オ
ン
北
見
店
で
昼
食
を
含
め
た
自
由
時
間
を
三
時
間
ほ
ど
と
り
帰
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
参
加
で
き
る
人
数
が
少
な
く
、
少
し
寂
し
か

っ
た
の
で
す
が
負
け
ず
に
パ
ワ
フ
ル
な
方
が
多
く
バ
ス
の
中
で
も
わ
い

わ
い
と
賑
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
の
水
族
館
で
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
く
イ
ト
ウ
に
よ
る
「
い
た
だ
き

ま
す
ラ
イ
ブ
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ふ
れ
あ
い
タ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー
で
は

ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
も
体
感
で
き
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
狩
り
で
は
解
禁

に
な
っ
た
ば
か
り
で
人
も
少
な
く
、
美
味
し
そ
う
に
な
っ
た
ブ
ド
ウ
が

採
り
放
題
で
、
み
な
さ
ん
時
間
を
忘
れ
め
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
で
し
た
。

　

私
は
水
族
館
、
ブ
ド
ウ
狩
り
で
も
子
ど
も
の
よ
う
に
は
し
ゃ
い
だ
の

で
、
帰
り
の
バ
ス
で
は
ぐ
っ
た
り
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
と
休
み
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。	

《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
》

第2回 養老牛大収穫祭
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年部　　　版

ロールパックメッセージ

今年の標語は

『搾らねば。』！
　

十
月
二
日
（
水
）
に
ロ
ー
ル

パ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
作
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
『
搾
乳
魂
』
か
ら
今

年
は
『
搾
ら
ね
ば
。』
へ
…

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
増
税
…

色
々
変
化
の
あ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、「
搾
ら
ね
ば
。」
…
。

《
広
報
部
会　

吉
田　

明
浩
》

　

十
月
十
二
日
（
土
）
に
計
根
別
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ

ワ
イ
ト
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
青
年
部
で
は
乳
製
品

消
費
拡
大
と
し
て
チ
ー
ズ
フ
ラ
ン
ク
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
大
好
評
！
用
意
し
て
い
た
チ
ー
ズ
フ
ラ

ン
ク
は
午
前
中
に
は
全
て
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

《
広
報
部
会　

須
藤
宗
裕
》

★ ★ ★ 計根別B&Wショウ ★ ★ ★

「チーズフランクどうぞ！」

チーズフランクが良く似合う！

ご
覧
に
な
る
際
は
、

交
通
事
故
に
ご
注
意
下
さ
い

き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
る

ロ
ー
ル
パ
ッ
ク
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年部　　　版
計根別地域交流ソフトバレーボール大会開催！

計根別スポーツクラブＡチームが３連覇達成！！
　

十
月
十
三
日
（
日
）
に
計
根
別
地
域
総
合
振

興
対
策
協
議
会
（
計
総
振
）
主
催
の
地
域
交
流

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
中
標
津
町
交
流

セ
ン
タ
ー
（
計
根
別
）
で
開
催
さ
れ
、
計
根
別

地
域
の
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
十
一
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

熱
戦
を
制
し
た
の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
細
谷
俊

介
さ
ん
率
い
る
『
計
根
別
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ａ

チ
ー
ム
』
が
『
龍
Ａ
チ
ー
ム
』
を
振
り
切
り
優

勝
し
ま
し
た
。

　

好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、
怪
我
人
も
出
ず
、
清
々
し
い
汗
を
か

き
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
計
根
別
地
域
活
性
化
事
業
実
行

委
員
会
を
中
心
に
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
、

計
根
別
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
地
域
発

信
型
映
画
制
作
』
で
す
が
、十
月
十
七
日
（
木
）

か
ら
二
十
日
（
日
）
の
期
間
中
、
計
根
別
の
住

民
皆
様
の
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

無
事
に
怪
我
、
事
故
等
な
く
撮
影
を
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
通
じ
て
、
計
根
別
を
訪
れ
た
製

作
ス
タ
ッ
フ
、
役
を
演
じ
て
く
れ
た
俳
優
、
女

優
、
芸
人
の
方
々
か
ら
も
、
計
根
別
は
本
当
に

良
い
現
場
で
し
た
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
来
年
三
月
下
旬
開
催
の
沖
縄
国
際
映

画
祭
へ
向
け
、
編
集
作
業
を
行
い
、
一
つ
の
作

品
へ
仕
上
げ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
こ
の
企
画
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
こ
の
作
品
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化

の
足
掛
か

り
と
な
る

よ
う
引
き

続
き
皆
様

の
ご
協
力

を
お
願
い

申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度

は
本
当
に

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

優勝した『スポーツクラブＡチーム』へ
賞状の授与

スーパー審判金野課長

白
熱
し
た
試
合

真剣なプレー…
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農林水産省の安井千恵さんを受入

農水省・ＪＡ全中若手職員酪農実習受入
　

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
の
事
業
で
あ
り
ま
す
、
農
水
省
・
Ｊ

Ａ
全
中
職
員
酪
農
実
習
受
入
が
九
月
二
十
四
日
（
火
）
か
ら

九
月
二
十
七
日
（
金
）
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
酪
農
実
習

は
二
十
四
日
（
火
）
か
ら
二
十
六
日
（
木
）
ま
で
）

　

当
青
年
部
は
農
林
水
産
省 

生
産
局 

畜
産
部
の
安
井
千
恵

さ
ん
を
坂
井
牧
場
（
部
員
：
坂
井
広
志
君
）
で
受
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
井
さ
ん
は
明
る
い
性
格
で
実
習
先
で
も
一
生
懸
命
仕
事

に
当
た
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
二
十
五
日
（
水
）
に
は
青
年
部
員
と
の
懇
親
会
も

行
い
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
安
井
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
受

入
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
坂
井
牧
場
の
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
事
務
局　

吉
田
》
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JA職員が交通安全職場宣言
　

十
月
十
一
日
（
金
）、
Ｊ
Ａ
計
根
別
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
職
員
で
交
通
安
全
の
再
確
認
を
す
る
た
め
職
場
宣
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
正
午
よ
り
Ｊ
Ａ
事
務
所
前
の
道
道
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
生
憎
の
雨
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

業
務
終
了
後
、
中
標
津
警
察
署
か
ら
石
井
英
明
交
通
課
長
を
招
き
全
道
の
交

通
事
故
状
況
や
暴
風
雪
な
ど
悪
天
候
時
の
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
講
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
職
場
宣
言
を
職
員
全
員
で
行
い
『
事
故
に
遭
わ
な
い
、起
こ
さ
な
い
』

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

職員代表の木村（酪農課）宣言文を朗読

講話をしていただいた
石井交通課長と駐在所の千葉さん

職員全員で朗読
石井課長より事故状況説明…

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連　

釧
路
支
所
か
ら

参
り
ま
し
た
小
林
政
久
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
会
の
第
十
一
次
中
期
経

営
計
画
に
お
け
る
「
専
門
性
発
揮
の
た

め
の
人
材
育
成
」
に
係
る
取
組
み
の
一

環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
短
期
現
地
研
修
と
い

う
か
た
ち
で
九
月
二
十
四
日
か
ら
十
二

月
二
十
日
ま
で
の
約
三
か
月
の
間
、
Ｊ
Ａ
計
根
別
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

簡
単
に
自
己
紹
介
致
し
ま
す
と
、
私
は
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
函
館

市
に
て
生
ま
れ
ま
し
て
、
以
後
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県
と
東
北

地
方
を
転
々
と
し
た
後
、
八
歳
の
と
き
に
今
の
実
家
が
あ
る
札
幌
市
へ

引
っ
越
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

大
学
は
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
致
し
ま
し
て
、
平
成

二
十
一
年
四
月
に
北
海
道
信
連
へ
入
会
し
、
釧
路
支
所
へ
配
属
と
な
り

ま
し
た
。

　

以
後
、
総
務
課
に
て
窓
口
、
為
替
業
務
を
経
験
し
、
平
成
二
十
三
年

よ
り
融
資
課
に
配
属
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

今
回
は
Ｊ
Ａ
の
現
場
で
の
業
務
を
体
験
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
立
場
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
身
が
こ
れ
ま
で
の
実
務
経
験
に
お
い
て
培
っ
た

知
識
を
活
か
し
、
皆
様
の
お
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

三
か
月
と
い
う
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
か
ら

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
短
期
研
修
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　計根別地区の岡部勝次さんと皆さんご存じの岩
本（旧姓）めぐ美さんが８月29日に入籍致しま
した。
　お二人は10年という長い交際期間を経てよう
やく結ばれました。きっと小指の赤い糸は綱の様
に太くなっているのではないでしょうか？
　結婚の報告を受け、西塚組合長から結婚祝金と
パートナー歓迎金を10月７日に手渡されました。
　どうぞ末永くお幸せに！！

新

♥婚
♥カ♥ッ

♥プ♥ル♥紹
♥介

８月29日入籍

岡　部　勝　次さん
めぐ美さん

10月

18日㈮

職
員
全
体
会
議

　

計
根
別
農
協
で
は
毎
年
、
春
と
秋
に
各
課
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
職
員
全
員

で
全
体
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
二
十
五
年
度
下
期
の
取
組
に
つ

い
て
各
課
長
・
主
幹
が
持
ち
時
間
五
分
で
要
点
を
ま
と
め
説
明
し
ま
し
た
。
全

課
の
説
明
が
終
わ
り
質
疑
応
答
で
は
若
い
職
員
が
積
極
的
に
意
見
や
質
問
が
で

て
、
と
て
も
活
気
あ
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
参
事
か
ら
「
お
客
様
の
対
応
」「
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
プ
ラ
ス

ワ
ン
を
目
指
せ
！
」
と
訓
示
が
あ
り
会
議
を
閉
め
ま
し
た
。

共
済
事
業
を
説
明
す
る
大
友
課
長

五
分
経
過
！

佐
藤
参
事
の
訓
示
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九
月
二
十
四
日
（
火
）
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

の
ア
ク
シ
ス
と
エ
ト
ス
試
験
圃
場
に
て
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
圃
場
視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
パ
イ
オ
ニ
ア　

ハ
イ
ブ
レ
ッ

ド　

ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
藤
倉
由
希
靖
氏
を
迎
え

収
穫
適
期
の
判
断
や
不
稔
の
種
類
と
発
生
原

因
等
を
実
際
に
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
圃
場
の
比
較
試
験
に
つ
い
て
は
ア

ク
シ
ス
の
試
験
区
で
露
地
栽
培
に
お
け
る

品
種
試
験
（
パ
イ
オ
ニ
ア
・
Ｋ
Ｗ
Ｓ
種
子

七
十
五
日
～
九
〇
ク
ラ
ス
）
を
行
っ
て
お
り
、

品
種
ご
と
の
生
育
状
況
や
病
気
の
発
生
状

況
・
熟
期
な
ど
を
確
認
し
、
当
地
域
で
の
優

良
な
品
種
は
何
な
の
か
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
　

更
に
、
本
別
会
館
で
マ
ル
チ
栽
培
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
）
の
紹
介
を
受
け
、
そ
の

後
エ
ト
ス
の
マ
ル
チ
圃
場
を
視
察
し
九
十
五

日
～
一
〇
〇
日
ク
ラ
ス
の
生
育
状
況
を
確
認

し
種
子
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

　

尚
、
全
体
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
生
育
状
況

に
つ
い
て
は
昨
年
よ
り
『
す
す
も
ん
病
』
の

発
生
も
少
な
く
、
良
好
だ
と
い
う
こ
と
で
十

月
五
日
頃
が
収
穫
の
適
期
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
《
資
材
生
活
課　

佐
藤
課
長
》

デントコーン圃場視察研修会
～アクシス・エトス試験圃場にて～

本別会館にてマルチ栽培の紹介

アクシス試験圃場にて　講師：藤倉氏

消費税法改正についての周知のお願い
　国税庁においては、国税庁ホームページに、「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改
革関係）」の特集ページを設け、消費税法の改正内容等の広報・周知を行っています。
●�「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」の特集ページの掲載場所及びURL
は、以下のとおりです。
　掲載場所：国税庁ホームページ
　　ホーム⇒（トピックス欄）「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」
　URL：http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/shohi/kaisei/201304.htm
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成25年度9月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 7,912,142 97.9 49,946,745 99.1 142　　　　
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,201,170 96.4 64,773,188 98.5 180　　　　
Ｊ Ａ 計 根 別 6,801,939 93.9 43,045,326 97.4 152(-1)
Ｊ Ａ 中 春 別 9,247,410 93.9 58,887,850 98.0 174　　　　

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,732,784 94.6 49,054,868 98.6 162(+1)
上 春 別 支 所 5,091,345 93.9 32,246,317 98.5 81　　　　
別 海 本 所 13,498,957 95.9 85,842,856 98.9 264(-1)
根 室 支 所 3,996,342 95.7 24,977,796 97.5 91　　　　
小　　　　計 30,319,428 95.2 192,121,837 98.6 598　　　　

合　　　　　計 64,482,089 95.4 408,774,946 98.4 1246(-1)

ホクレン根室家畜市場 一般市場　10月2日開催分　 税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル　オス 261 249 78,750 105 31,076 3,880
初生・ﾎﾙ　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 15 11 6,300 105 706 -1,438
初生・ホル　メス 27 25 178,500 36,750 125,160 -28,426
初 生・F 1 　オス 91 91 231,000 61,950 174,819 5,734
初 生・F 1 　メス 85 85 165,900 46,200 130,002 14,706
初生・和牛　オス 16 16 423,150 210,000 352,866 2,796
初生・和牛　メス 4 4 297,150 233,100 271,425 15,342
初生・肉専用種　オス 3 3 117,600 55,650 96,250
初生・肉専用種　オス 1 1 89,250 89,250 89,250
初生・その他　オス 4 2 5,250 105 2,678
乳牛・ホル　育成 54 49 325,500 105,000 246,043 -7,707
乳牛・ホル　初妊 21 19 468,300 172,200 362,968 -58,345
乳牛・ホ無　初妊牛 1 1 315,000 315,000 315,000
乳牛・ホル　経産 13 13 438,900 105,000 220,177 26,977
乳牛・ホ無　経産 1 1 126,000 126,000 126,000 -95,025
肉素・乳用交雑（F1)メス 1 1 186,900 186,900 186,900
肉素・乳用交雑（F1)オス 2 2 193,200 71,400 132,300
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　メス 1 1 3,150 3,150 3,150 -107,100
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　ﾇｷ 4 4 29,400 21,000 23,363
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　ｵｽ 1 1 1,050 1,050 1,050
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上ﾒｽ 14 14 221,550 63,000 153,450 -18,540
肉素・黒毛和種メス 1 1 278,250 278,250 278,250
肉素・黒毛和種ヌキ
廃用・乳用交雑種
廃 用・ ホ ル 169 169 224,700 13,650 92,077 -1,744
廃 用・肉 専用 種 1 1 266,700 266,700 266,700 139,650
廃 用 ・ そ の 他 2 2 92,400 55,650 74,027 -38,323

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　9月19日開催分  税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

乳牛・ホル　初妊 485 401 633,150 327,600 497,388 -9,248
乳牛・ホル 初妊ET 39 33 785,400 409,500 598,150 -37,158
乳牛・ホ無　初妊 9 6 463,050 399,000 425,250 -37,567
乳牛・ホル 経産牛
その他の乳用種
合　　　　計 533 440 785,400 327,600 503,962 -6,065

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　10月28日現在 900円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　9月20日開催分　　　　　　税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 645 614 672,000 165,900 448,381 -12,255
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 164 159 691,950 371,700 490,680 -17,326
肉牛・黒毛　メス計 809 773 691,950 165,900 457,081 -13,192
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 795 745 675,150 156,450 532,643 -2,508
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 214 198 685,650 344,400 555,254 888
肉牛・黒毛　去勢計 1009 943 685,650 156,450 537,391 -1,408
繁 殖 ・ 黒 毛 34 34 695,100 291,900 454,341 -43,967
廃 用 ・ 黒 毛 86 86 521,850 157,500 272,487 0
繁殖・乳用交雑種 3 3 530,250 471,450 491,400 14,175

　　　　　10月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,567 － 37
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,271 42
そ の 他 の 未 経 産 28 3

計 7,866 8
経 産 牛 （ ホ ル ） 10,779 － 65
そ の 他 の 経 産 牛 24 1

計 10,803 － 64
合　　　　　　　計 18,669 － 56

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 600 － 27
黒 毛 和 種　 オ ス 95 2

計 695 － 25
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 64 25
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 48 － 10

計 112 15
合　　　　　　　計 837 20
総　　　合　　　計 19,506 － 36

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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き
換
え
ま
す
。
給
じ
回
数
や
掃
き
寄

せ
回
数
を
増
や
す
工
夫
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

〈
発
酵
品
質
が
悪
い
〉

　

食
い
が
悪
い
か
ら
と
給
与
量
を
減

ら
す
と
、
粗
飼
料
の
絶
対
量
が
不
足

し
ま
す
。

　

給
与
回
数
・
量
を
増
や
し
、
少
し

で
も
良
い
と
こ
ろ
食
べ
さ
せ
る
工
夫

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
量
を
高
め

る
た
め
、
糖
蜜
な
ど
ル
ー
メ
ン
内
で

の
発
酵
が
早
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
加

え
る
こ
と
も
検
討
し
て
下
さ
い
（
糖

蜜
添
加
は
粗
飼
料
の
し
好
性
を
向
上

さ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
）。

　

採
食
量
を
高
め
る
に
は
、
新
鮮
な

水
が
飲
め
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
水
槽
の
衛
生
状
態
、
吐
水
量
も

忘
れ
ず
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

（
写
真
１
）。

　

詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
、
普
及
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　

既
に
今
年
の
一
番
草
サ
イ
レ
ー
ジ

を
給
与
し
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
品
質
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
は
収
穫
時
期
に
暖
か
い
日
が

続
き
、
草
の
成
熟
が
一
気
に
進
ん
だ

た
め
、
収
穫
日
や
草
地
の
植
生
に

よ
っ
て
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

牛
が
一
日
に
食
べ
る
エ
サ
の
半
分

以
上
は
粗
飼
料
で
す
。「
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
」
エ
サ
を
「
腹
い
っ
ぱ

い
」
食
べ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
粗
飼
料
の
品
質
を
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

 

飼
料
分
析
に
よ
る
品
質
把
握
を

　

粗
飼
料
の
栄
養
価
と
品
質
を
客
観

的
に
判
断
す
る
た
め
に
「
粗
飼
料
分

析
」
を
行
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
そ
の
際
は
、
少
々
金
額
は
高
く

な
り
ま
す
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
酵

品
質
も
分
析
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
分
析
依
頼
は
Ｊ
Ａ
や
飼
料

メ
ー
カ
ー
等
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

 

飼
料
分
析
値
の
見
か
た

　

主
な
も
の
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）
牛
の
採
食
量
に
影
響
す
る
項

目・
水
分
、
乾
物
率

　

粗
飼
料
か
ら
水
分
を
除
い
た
も
の

が
「
乾
物
」
で
す
（
乾
物
率
と
は

粗
飼
料
に

含
ま
れ
る

乾
物
の
割

合
）。

　

同
じ
重

さ
の
粗
飼

料
で
も
、

水
分
が
変

わ
る
と
牛

が
食
べ
る

乾
物
量
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
表
１
）。

　

特
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
場
合
は
、
粗
飼
料

の
水
分
の
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

Ｎ
Ｄ
Ｆ
（
中
性
デ
タ
ー
ジ
ェ
ン
ト

繊
維
）

　

繊
維
の
総
量
、
い
わ
ゆ
る
粗
飼
料

の
「
ガ
サ
」
と
よ
ば
れ
る
部
分
で
す
。

　
「
刈
り
遅
れ
」
で
高
く
な
り
、
食

い
込
め
な
い
粗
飼
料
と
な
り
ま
す
。

・
発
酵
品
質

　

発
酵
品
質
は
、
し
好
性
に
影
響
し

ま
す
。

〈
ｐ
Ｈ
〉

　

酸
性
度
を
表
す
指
標
で
、
良
い
発

酵
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
目
安
と

な
り
ま
す
。［
目
標
］
中
・
高
水
分

サ
イ
レ
ー
ジ
で
4.2
以
下
（
水
分
65
％

以
下
の
低
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
こ

の
項
目
は
注
視
し
ま
せ
ん
）

〈
乳
酸
〉

　

乳
酸
菌
の
働
き
に
よ
り
乳
酸
が
作

ら
れ
る
と
、
ｐ
Ｈ
が
低
下
し
、
他
の

細
菌
に
よ
る
不
良
発
酵
を
抑
制
し
ま

す
。

［
目
標
］
1.5
～
2.5
％

〈
酪
酸
、
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
／
全

窒
素
〉

　

不
良
発
酵
の
指
標
で
す
。
酪
酸
菌

が
ア
ミ
ノ
酸
や
デ
ン
プ
ン
、
乳
酸
な

ど
を
エ
サ
に
し
て
酪
酸
や
ア
ン
モ
ニ

ア
を
作
り
ま
す
（
酪
酸
発
酵
）。

　

酪
酸
発
酵
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
、

牛
の
し
好
性
が
悪
化
し
ま
す
。
ま
た

酪
酸
や
ア
ン
モ
ニ
ア
が
過
度
に
多
い

と
、
疾
病
の
直
接
的
原
因
に
も
な
り

ま
す
。 

［
目
標
］
酪
酸
0.1
％
以
下
、
ア
ン
モ

ニ
ア
態
窒
素
／
全
窒
素
8.0
％
以
下

（
二
）
栄
養
価
に
関
す
る
項
目

・
Ｃ
Ｐ
（
粗
タ
ン
パ
ク
質
）

　

牧
草
中
の
タ
ン
パ
ク
質
と
、
ア
ン

モ
ニ
ア
や
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
窒
素
化

合
物
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
植
生

や
収
穫
時
期
、
肥
培
管
理
な
ど
に
よ

り
変
化
し
ま
す
。

・
Ｔ
Ｄ
Ｎ
（
可
消
化
養
分
総
量
）

　

乳
牛
が
消
化
吸
収
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｆ
と
は
逆

に
、
刈
り
遅
れ
る
ほ
ど
低
下
し
ま
す
。

 
分
析
値
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ま
ず
粗
飼
料
を
十
分
に
食
べ
さ
せ
、

次
に
栄
養
の
過
不
足
を
配
合
飼
料
や

単
味
飼
料
で
補
い
ま
す
。

〈
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
高
く
食
い
込
め
な
い
〉

　

粗
飼
料
の
一
部
を
パ
ル
プ
類
で
置

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

粗飼料分析のすすめと
分析値の見かた

写真１　�水槽をきれいに保ち、常に新鮮
な水が飲めるようにしましょう

表１　水分の違いによる乾物量の差

※�現物量が同じでも、水分の違いにより
乾物量が異なる。牛１頭あたり１～２㎏
の差は大きな違いとなる。
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Ｃ

Ｂ

A

Ｄ Ｅ

1 2 3 4 5

7

8 9 10 11 12

14 15 16

17 18

21 22

23 24

6

13

19 20

26 27 28 29

30 31

25

【ヨコのカギ】
１　秋の空一面に広がる巻積雲
４　塀や垣など
６　優勝は○○メダル
７　ウエディング○○○、イ

ブニング○○○
８　日が暮れて間もない頃
10　リレー競技で渡す棒
11　○○栗３年柿８年
13　「すいっちょ」と鳴く秋の虫
15　２で割り切れる数
17　めぐみのあめ
18　首が長～い動物
19　評判が良くなることを

「○○が上がる」といい
ます

20　ニッコリすること
21　○○○挽回
23　実際にやって慣れること。

非難○○○○
25　硬貨
26　海水面が異常に高まること
28　ワシの小型の鳥
30　窓、瓶、曇り、防弾
31　熊手で有名な11月の祭り

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成25年11月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」11月号誌上

クロスワードパズル

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D E

【タテのカギ】
１　ぎんなんの実をつける木

２　春夏秋冬

３　相撲の行司が持つ扇

４　女性はカノジョ、男性は？

５　秋桜と書く草花

７　♪○○○○ころころドン

ブリコ～

９　いまごろ

12　すご～くあつい

14　キング

16　ベートーベンの第5番

18　「あなた」のことです

19　人目を避けて住む所

20　日本の心を歌います

22　現役をしりぞくこと

24　チシャ。サラダの主役

25　水が固まると？

27　つかいみち。○○不明金

29　●は負け。○は？

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
９月号の答え コウシンリョウ あ

と
が
き

　

十
月
の
気
候
は
例
年
よ
り
や
や
暖
か
な
日
が
多
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
山
の

緑
も
色
付
き
は
じ
め
秋
の
装
い
と
い
っ
た
感
じ
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
酪

農
家
に
と
っ
て
は
収
穫
作
業
も
ほ
ぼ
終
わ
り
堆
肥
や
ス
ラ
リ
ー
の
散
布
を
し
て

い
る
人
が
目
に
つ
き
ま
す
が
、
今
年
も
昨
年
の
堆
肥
の
流
出
事
故
以
来
、
各
行

政
は
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
酪
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
行

政
の
指
導
の
下
、
散
布
期
間
な
ど
を
守
っ
て
作
業
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
め
っ
き
り
寒
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
風
邪
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て
長
い
冬
に
向
け
体
調
管
理
を
し
て
下
さ
い
。

斉藤　長市さん　佐藤　怜奈さん　石川　将貴さん
笹島　育子さん　片岡　美幸さん
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　安平町早来北海道ホルスタイン共進会場にて９月28日㈯～29日㈰にかけ北
海道の乳牛の頂点を決める『2013北海道ホルスタインナショナルショウ』が
開催されました。全道より456頭の出品があり、骨格や体貌を競い合い日本
一美しい牛が決定いたしました。審査員は共進会認定審査員の中標津町酪農
家・久保剛氏が大役を務め、スピーディーかつ丁寧な審査を執り行っていま
した。
　計根別ホルスタインの出陳頭数は例年より若干少なく、８件９頭の出品が
ありました。入賞率は66.7%！１等賞は44.4％と昨年度の成績を大きく上回
る結果となりました。また、根室管内の入賞率は77.2％となり根室ホルスタ
インが活躍したナショナルショウとなりました。
　個人の成績では、サンハイ　アイデアル　スウィート　モール号とノーズ
ヒル　ジャーナリスト　ウイン　ＥＴ号の２頭が１等２席に入賞する活躍を
みせました。また、林牧場所有のフオレスト　ヒンペルスター　ラデユツク
号は１等６席、更に、宍戸牧場所有のプラムツリー　レックス　ダンディズ
ム号は１等７席に入賞し、当牧場初の１等賞入賞を果たすことができました。

2013北海道ホルスタインナショナルショウ

７部　サンハイ アイデアル スウイート モール　３等２席
出品者　㈲サンハイファーム

１３部　フオレスト ヒンペルスター ラデユツク　１等６席
出品者　林　満治氏

１５部　ノーズヒル ジヤーナリスト ウイン ＥＴ　１等２席
出品者　佐藤広光氏

１１部　プラムツリー レツクス ダンデイズム　１等７席
出品者　宍戸洋行氏


